
まえがき＝現在社会における構造物の建設には， 俑0

1），2）。このシス
テムは，溶接材料と溶接条件から溶接金属部の組織を予
測し，予測した組織から機械的性質を予測することを目
指している。
にアシキュラフェライトの変態機構について多数の報
告

4）～11）があるが，未だ明らかになっていない。変態機構
に関する調査以外には，結晶学 12），核生成サイト 13），14）な
どに関して報告されているが，アシキュラフェライトに関
する定量的な変態モデルは未だ提示されていない。
　アシキュラフェライト変態挙動の予測方法について言
及している報告 15）があり，アシキュラフェライト分率

e main microstructure in 490MPa grade weld metals, 
was investigated. Weld metals were maintained at various temperatures, in the range at which acicular ferrite is 
formed, to investigate acicular ferrite transformation behavior and establish an acicular ferrite transformation 
model. It was confirmed that the fraction of the acicular ferrite transformed can be predicted by this model.





が，完全には抑制できておらず一部粒界フェライトが観
察された。しかし，15s まで保持しても粒界フェライト
変態がほとんど進行していなかったため，570℃ 保持中
に形成されるアシキュラフェライトの変態挙動に及ぼす
影響はほとんどないと考えられる。そのため，本報告で
は粒界フェライト変態については考慮しない。
　写真 2に各保持時間の試料の SEM写真を示す。写真
中の矢印で示した組織がアシキュラフェライトである。
保持時間が 1s では非常に細い針状のアシキュラフェラ
イトが観察された。保持時間が長くなるにつれてアシキ
ュラフェライトが短軸方向に成長し，1s 保持では短軸長




